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3
月
3
日
か
ら
22
日

ま
で
の
20
日
間
、
豊
科

交
流
学
習
セ
ン
タ
ー「
き
ぼ

う
」の
多
目
的
交
流
ホ
ー

ル
で
「
第
6
回
安
曇
野
市

総
合
芸
術
展
」
が
開
催
さ

れ
、
市
内
外
か
ら
お
よ
そ

１
０
０
０
人
が
訪
れ
た
。

　

出
展
作
品
は
、
絵
画
17

点
、
水
墨
画
5
点
、
書
道

26
点
、
写
真
16
点
、
工
芸

17
点
、
彫
刻
・
彫
塑
8
点

の
合
計
89
点
で
、
昨
秋
各

地
域
の

文
化
祭

で
選
考

さ
れ
た

作
品
が

展
示
さ

れ
た
。

　

同
時

期
に
、

豊
科
近

代
美
術

館
で
は

「
友
の

会
」
の

絵
画
部

等
も
加
味
し
、
更
な
る
来
場
者
増
加
、

総
合
芸
術
展
の
発
展
を
目
指
す
。

展
が
開
催

さ
れ
て
い

た
。
連
絡

通
路
が
開

放
さ
れ
て

互
い
の
来

場
者
が
行

き
来
で
き
、

様
々
な
作

品
を
見
て

も
ら
え
た
。

「
あ
づ
み

野
ビ
デ
オ

ク
ラ
ブ
」

に
よ
る
映
像
上
映
が
同
館
ロ
ビ
ー
で
行

わ
れ
盛
況
だ
っ
た
。

　

今
回
は
、
繊
細
な
工
芸
か
ら
迫
力
の

あ
る
書
道
ま
で
、
個
性
あ
る
作
品
が
多

く
、来
場
者
は
丁
寧
に
鑑
賞
し
て
い
た
。

　

設
置
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
ま
た

来
た
い
」「
素
晴
ら
し
い
作
品
ば
か
り
」

「
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
が
あ
っ
た
」
な
ど

の
言
葉
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。他
に
も
、

自
分
が
興
味
の
あ
る
分
野
以
外
で
も
、

総
合
芸
術
展
の
作
品
を
見
て
、
興
味
が

湧
い
た
り
、
新
た
に
挑
戦
し
て
み
た
い

と
い
う
意
見
が
多
く
見
ら
れ
た
。

　

平
成
29
年
度
は
ア
ン
ケ
ー
ト
の
要
望

な
ど
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
動
き
を
確
か
め

な
が
ら
動
か
し
た
。
横
山
さ
ん
の
軽
妙

な
ト
ー
ク
で
、
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し

く
笑
い
な
が
ら
筋
力
ア
ッ
プ
の
秘
訣
を

習
っ
た
。
最
後
は
市
歌
体
操
を
大
き
な

動
作
で
行
い
「
こ
れ
な
ら
家
で
も
手
軽

に
続
け
ら
れ
る
」「
座
っ
て
で
き
る
の

は
あ
り
が
た
い
」
と
い
う
感
想
が
多
く

聞
か
れ
た
。

欅

第 6 回 安曇野市総合芸術展開催第 6 回 安曇野市総合芸術展開催

　

3
月
14
日
、
明
科
公
民
館
の
講
堂
で

「
健
康
づ
く
り
講
座
・
健
康
体
操
で
心

も
体
も
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
」が
行
わ
れ
た
。

　

講
師
に
健
康
運
動
指
導
士
の
横
山
み

ゆ
き
さ
ん
を
迎
え
30
人
が
参
加
し
た
。

講
堂
い
っ
ぱ
い
に
並
べ
ら
れ
た
椅
子
に

座
り
、
冬
の
間
あ
ま
り
使
っ
て
い
な
か

っ
た
身
体
の
部
分
ご
と
、
腕
や
首
、
腰

　

公
民
館
報
記
者
と
し
て
取
材

を
始
め
早
一
年
が
経
っ
た
。
ま

だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
事
も
多
く
、
勉
強

の
毎
日
で
あ
る
。
さ
て
、
私
の
身
の
回

り
に
は
ま
だ
、
広
報
あ
づ
み
の
や
公
民

館
報
に
目
を
通
し
て
い
な
い
方
も
お
り

「
知
っ
て
い
れ
ば
講
座
に
参
加
し
た
か

っ
た
」
と
残
念
が
る
声
も
届
く
。
記
者

と
し
て
、
よ
り
多
く
の
方
に
安
曇
野
市

の
魅
力
的
な
講
座
や
催
し
を
知
っ
て
も

ら
い
、ま
た
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

微
力
な
が
ら
周
知
を
進
め
て
い
け
れ
ば

と
思
う
。

（
Ａ
・
Ｙ
）

健
康
体
操
で

　
心
も
体
も
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
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堀
金
公
民
館

は
3
月
4
日
、
総
合
体

育
館
で
「
学
び
の
つ
ど

い
・
春
の
筝
コ
ン
サ
ー

ト
」
を
開
催
し
た
。
全

国
で
コ
ン
サ
ー
ト
活
動

を
展
開
す
る
、
埼
玉
県

在
住
の
筝
奏
者
、
石
川

憲
弘
さ
ん
と
横
山
裕
子

さ
ん
を
招
い
た
演
奏
会
に
１
５
０
人
余

り
が
来
場
し
た
。
奈
良
時
代
、
雅
楽
の

合
奏
楽
器
の
一
つ
と
し
て
中
国
（
唐
）

か
ら
伝
わ
っ
た
と
い
う
筝
の
歴
史
に
始

ま
り
「
琴き

ん

」
は
一
絃
で
幾
つ
も
音
が
出

せ
「
箏そ

う

」
は
一
絃
に
付
き
一
音
と
い
う

琴
と
箏
の
違
い
や
楽
器
の
解
説
を
交

え
、
演
奏
の
み
な
ら
ず
聴
衆
の
心
を
魅

了
し
た
。「
箏
を
習
っ
て
い
た
こ
と
が

あ
る
」
と
言
う
葭よ

し
も
と本
千
津
さ
ん
（
堀
金

烏
川
）
は
「
金
子
み
す
ゞ
の
詩
に
乗
せ

た
独
自
の
ア
レ
ン
ジ
に
和
楽
器
の
懐
か

し
さ
を
感
じ
た
。
箏
に
親
し
む
機
会
の

少
な
い
小
中
学
生
に
聞
い
て
欲
し
か
っ

た
」
と
話
し
て
い
た
。

　
（
東
山
路
）

　

三
郷
公
民
館
は
5
月
１
日
か
ら
31
日

ま
で
、
公
民
館
ロ
ビ
ー
に
「
正
姿
流
押

絵
」
の
作
品
を
展
示
し
た
。
同
館
で
押

絵
教
室
を
開
い
て
い
る
押
絵
作
家
、
田

畑
美
鈴
さ
ん
の
指
導
で
作
成
し
た
生
徒

6
人
と
家
元
の
艶
や
か
な
20
数
点
の
作

品
が
飾
ら
れ
た
。
押
絵
は
布
に
よ
る
貼

り
絵
の
技
法
で
、
下
絵
か
ら
写
し
取
っ

た
型
紙
に
綿
を
貼
り
、
そ
の
上
に
布
を

置
き
、
ま
ち
を
つ
け
て
裁
断
し
、
型
紙

を
布
で
く
る
み
、
下
絵
に
合
わ
せ
貼
り

合
わ
せ
る
と
い

う
工
程
を
た
ど

る
。
季
節
に
合

わ
せ
た
「
こ
い

の
ぼ
り
」や「
か

ぶ
と
」
な
ど
を

和
布
で
表
現
し

た
秀
作
が
並
ん

だ
。

　
（
東
山
路
）

　

2
月
23
日
、
明
科
公
民
館

の
調
理
実
習
室
で
「
明
科
の

魅
力
再
発
見
講
座
（
第
2

回
）
信
州
サ
ー
モ
ン
と
ニ
ジ

マ
ス
を
お
い
し
く
食
べ
よ
う
」
料
理
講

座
が
行
わ
れ
た
。
講
師
は
ニ
ジ
マ
ス
の

円
揚
げ
で
有
名
な
、
株
式
会
社
辰
巳
開

発
責
任
者
の
瀧
澤
佳
洋
さ
ん
。「
信
州

サ
ー
モ
ン
の
ア
ボ
カ
ド
巻
き
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
ソ
ー
ス
添
え
」「
ニ
ジ
マ
ス
の
円

　

穂
高
公
民
館
は
4
月
27
日
、
地
域
環

境
研
究
室
の
浅
川
行
雄
さ
ん
を
講
師
に

迎
え
「
松
本
盆
地
東
縁
断
層
観
察
会
」

を
開
催
し
24
人
が
参
加
し
た
。

　

穂
高
会
館
前
で
出
発
の
会
を
行
い
、

参
加
者
は
3
台
の
車
に
分
乗
し
、
各
地

で
断
層
地
形
や

河
床
露
頭
に
つ

い
て
の
解
説
を

聞
い
た
。
松
本

市
平
瀬
よ
り
順

に
中
曽
根
か
ら

熊
倉
、
徳
治
郎

ア
ク
ア
ピ
ア
安

曇
野
付
近
、
光
橋
真
下
の
犀
川
沿
い
、

明
科
中
川
手
の
計
5
箇
所
を
観
察
し

た
。
近
い
将
来
地
震
を
引
き
起
こ
す
確

率
が
高
い
と
言
わ
れ
る
活
断
層
を
観
察

し
た
こ
と
に
よ
り
参
加
者
の

防
災
意
識
は
高
ま
っ
た
。
な

お
、
人
気
の
同
講
座
は
6
月

20
日
に
第
2
回
目
を
行
う
。

　

日
本

相
撲
連

盟
認
定

ア
マ
チ
ュ

ア
5
段

で
、
相

撲
愛
好

家
の
西

村
紘
文

さ
ん
を
講
師
に
、
35
人
の
参

加
で
、
全
3
回
の
１
回
目

が
2
月
28
日
に
行
わ
れ
た
。

西
村
さ
ん
は
、
中
学
１
年
の

時
、
夏
巡
業
で
豊
科
に
来
た

吉
葉
山
の
大
フ
ァ
ン
に
な

り
、
高
校
・
大
学
と
相
撲
部
に
在
籍
し

て
活
躍
、
社
会
人
に
な
り
何
回
も
国
体

に
出
場
し
た
。
廻
し
ひ
と
つ
の
裸
で
勝

負
す
る
清
々
し
さ
潔
さ
、
小
よ
く
大
を

制
す
る
技
の
魅
力
や
江
戸
時
代
か
ら
の

県
内
出
身
幕
内
力
士
や
、
中

信
地
区
出
身
の
現
役
力
士

な
ど
に
つ
い
て
楽
し
く
話

さ
れ
た
。

揚
げ
の
フ
ィ
ッ
シ
ュ
バ
ー
ガ
ー
」な
ど
、

見
た
目
も
華
や
か
で
珍
し
い
5
品
を
講

師
の
お
手
本
を
み
な
が
ら
、
参
加
者
全

員
で
作
っ
て
試
食
。「
地
元
の
食
材
だ

け
ど
、
普
段
ほ
と
ん
ど
自
分
で
は
料
理

す
る
機
会
が
な
い
の
で
楽
し
か
っ
た
」

「
ち
ょ
っ
と
の
工
夫
で
華
や
か
に
な
る
、

さ
す
が
プ
ロ
の
技
」
と
い
う
感
想
が
聞

か
れ
た
。

正
姿
流
押
絵
作
品
展
示

松
本
盆
地
東
縁
断
層
観
察
会

学
び
の
つ
ど
い

　
春
の
箏
コ
ン
サ
ー
ト

出会い・ふれあい・生きがいセミナー
「相撲にかけた・青春と楽しみ方」

明科の魅力再発見講座
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Ｊ
Ｒ
南
豊

科
駅
か
ら
西

に
約
２
０
０

㍍
の
所
に
本

村
公
民
館
が

あ
る
。
こ
の

一
帯
１
０
０

㍍
四
方
が
成

相
氏
館
址
で

あ
る
。
豊
科

町
誌
に
よ
る

と
「
成
相
氏

は
い
つ
こ
ろ
か
ら
こ
の
地
に
居
住
し
て

い
た
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
お
そ
ら
く

住
吉
庄
の
領
主
の
も
と
に
あ
っ
て
成
相

（
新
田
・
成
相
・
本
村
）
の
名
主
職
を

つ
と
め
て
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
。」
と

あ
る
。
こ
の
地
籍
が
本
村
の
開
発
の
原

点
で
あ
る
。

　

中
世
末
（
１
５
８
０
年
頃
）
に
は
北

方
の
成
相
ま
で
開
発
が
進
め
ら
れ
た
。

現
在
も
地
区
の
中
心
で
あ
り
、公
民
館
・

大
日
堂
・
道
祖
神
が
あ
る
。
こ
こ
は
別

名
「
お
や
し
き
」
と
言
わ
れ
、
現
在
の

本
村
公
民
館
の
南
に
大
き
な
屋
敷
が
あ

っ
た
。
屋
敷
の
西
側
に
堰
に
囲
ま
れ
た

田
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
堰
は
た
め

池
の
役
目
も
は
た
し
て
い
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。

　

当
時
の
開
発
に
必
要
な
水
は
、
ど
の

　

明
科
公
民
館
を
拠
点
に
活
動
し
て

い
る
『
明
科
い
い
ま
ち
つ
く
ろ
う
か

い
！！
』
に
入
会
し
て
数
年
、
事
務
局
メ

ン
バ
ー
と
し
て
活
動
中
。
県
外
在
住
歴

が
長
か
っ
た
事
も
あ
り
、
会
議
の
場
で

は
「
外
か
ら
見
た
ら
ど
う
な
の
？
」
と

い
う
観
点
か
ら
意
見
を
述
べ
て
い
る
。

ま
た
様
々
な
市
民
活
動
に
関
わ
る
関
係

で
「
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、
市
民
活
動
の

情
報
発
信
の
手
伝
い
も
し
て
い
る
。

　

東
日
本
大
震
災
が
あ
っ
た
年
の
6
月

に
、
明
科
に
移
住
し
て
き
た
。
生
ま
れ

は
松
本
市
で
、
小
学
校
5
年
の
１
学
期

ま
で
在
住
。
高
校
ま
で
は
富
山
。
そ
の

後
、
進
学
・
就
職
・
結
婚
・
転
勤
・
定

年
退
職
と
い
っ
た
中
で
、
新
潟
→
小
平

→
長
野
→
高
崎
→
明
科
と
住
ま
い
が

次
々
と
変
わ
る
。
松
本
を
ス
タ
ー
ト
し

て
、
ぐ
る
っ
と
回
っ
て
松
本
の
近
く
の

明
科
に
戻
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ

を
Ⅰ
タ
ー
ン
や
Ｕ
タ
ー
ン
な
ら
ぬ
「
Ｑ

タ
ー
ン
」
と
自
分
で
名
付
け
て
い
る
。

よ
う
に
確
保
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
梓

川
よ
り
引
い
た
鳥
羽
堰
を
延
長
し
た
成

相
堰
を
引
き
水
田
の
開
発
を
し
た
。
水

の
確
保
に
苦
労
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
現
在
は
、
農
業
構
造
改
善
事
業
に

よ
り
当
時
の
面
影
は
、ほ
と
ん
ど
な
い
。

ま
た
、
こ
の
地
籍
の
北
に
「
大
海
渡
」

と
言
わ
れ
る
所
が
あ
り
、
有
効
土
壌
が

深
く
水
田
開
発
の
中
心
地
で
あ
る
。
こ

こ
は
、
平
安
時
代
の
土
器
が
出
土
し
て

お
り
集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
た
か
ど
う

か
は
不
明
で
あ
る
が
、
人
が
住
ん
で
い

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ま
た
、
本
村

公
民
館
の
南
西
の
水
田
地
帯
に
本
村
神

社
の
古
宮
址
が
あ
る
。
現
在
は
古
宮
址

の
碑
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
が
昔
は
小
高

く
盛
り
上
が
っ
て
お
り
子
ど
も
の
遊
び

場
で
あ
っ

た
。

　

豊
科
地

域
に
は
城

館
址
が
15

か
所
あ
り

成
相
氏
館

址
は
そ
の

一
つ
で
あ

る
。
豊
科

町
誌
に
場

所
及
び
説
明
が
載
っ
て
い
る
の
で
、
身

近
な
旧
址
を
尋
ね
て
往
時
を
し
の
ぶ
参

考
に
さ
れ
た
い
。

　

参
考
文
献　
『
豊
科
町
誌
』

　
『
豊
科
町
の
土
地
に
刻
ま
れ
た
歴
史
』

　

小
穴
芳
實
氏 

　

定
年
間
近
に
な
っ
て
「
自
分
の
故
郷

は
一
体
何
処
だ
ろ
う
？
」「
自
分
の
居

場
所
は
？
」と
い
う
疑
問
を
抱
き
始
め
、

「
信
州
ふ
る
さ
と
づ
く
り
応
援
団
」
設

立
の
発
案
者
と
な
り
、
ひ
そ
か
に
Ｑ
タ

ー
ン
を
計
画
す
る
。
そ
の
活
動
は
「
自

分
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
で
も
あ
る
。

安
曇
野
を
自
分
ば
か
り
で
は
な
く
、
わ

が
子
や
孫
た
ち
が
帰
っ
て
来
た
い
と
思

う
ふ
る
さ
と
に
し
た
い
、
そ
ん
な
思
い

で
様
々
な
活
動
に
関
わ
っ
て
い
る
。

　

い
わ
ば
、「
安
曇
野
ふ
る
さ
と
づ
く

り
応
援
団
」
は
本
籍
、
こ
こ
を
拠
点
に

「
安
曇
野
案
内
人
倶
楽
部
」「
ク
ラ
フ
ト

ゲ
ー
ト
匠
の
杜
」「
や
ま
こ
の
学
校
」

の
活
動
に
参
加
。
他
に
、
古
代
史
研
究

会
の
「
安
曇
誕
生
の
系
譜
を
探
る
会
」、

趣
味
の
写
真
の
「
全
日
写
連
安
曇
野
支

部
」な
ど
に
も
加
わ
り
活
動
し
て
い
る
。

　

現
住
所
は
『
明
科
い
い
ま
ち
つ
く
ろ

う
か
い
！！
』
と
胸
を
張
れ
る
よ
う
に
、

こ
れ
ま
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し

な
が
ら
、

活
動
の
軸

足
を
地
元

明
科
に
移

し
、
実
の

あ
る
活
動

を
し
た
い

と
考
え
て

い
る
。　

 

　
（
静
流
）

明科いいまちつくろうかい！！
事務局　川崎克之さん（明科）

�
成
相
氏
館
址

　
　
　
　（
豊
科
・
本
村
）

古
き
を
尋
ね
て

私は一生懸命

【
注
】「
安
曇
野
ふ
る
さ
と
づ
く
り
応
援
団
」
は
「
信

州
ふ
る
さ
と
づ
く
り
応
援
団
」
を
母
体
と
し
、
組
織

分
割
に
伴
い
、
旧
安
曇
野
支
部
が
変
更
さ
れ
た
団
体

で
す
。



第 36号（平成 29年 6月） （4）安曇野市公民館報

　
「
楡
地
区
」
は
、
三
郷
地
域
の
西
北

に
位
置
し
、
黒
沢
川
を
背
に
北
ア
ル
プ

ス
を
仰
ぐ
北
の
玄
関
口
と
称
さ
れ
、
古

く
か
ら
住
吉
神
社
が
鎮
座
し
て
い
る
。

北
は
「
住
吉
」
東
に
「
中
萱
、
及
木
、

二
木
」
南
は
「
下
長
尾
、
上
長
尾
」
西

に
「
東
小
倉
、
北
小
倉
」
と
、
三
郷
14

地
区
の
8
地
区
と
境
を
接
し
て
い
る
。

　

公
民
館
の
館
内
に
阿
弥
陀
院
が
あ
り

歴
史
を
忍
ば
せ
る
が
、
一
方
「
楡
地

区
」
の
歴
史
は
住
吉
神
社
の
歴
史
を

知
る
事
と
重
な
る
場
面
が
多
い
。
近

年
、
住
吉
神
社
の
前
の
広
場
に
「
楡
の

里
公
園
」
を
築
き
「
せ
せ
ら
ぎ
」
と
呼

ぶ
人
工
の
小
川
を
作
っ
て
集
い
の
場
と

し
て
い
る
。
世
帯
数
４
２
５
戸
、
人
口

１
１
７
０
人
。（
5
月
１
日
現
在
）

　

公
民
館
組
織
は
〔
公
民
館
長
、
副
公

民
館
長
、主
事
〕
の
3
役
と
、〔
体
育
部
、

文
化
部
、
生
活
産
業
部
、
女
性
部
〕
の

各
部
に
部
長
、
副
部
長
、
書
記
の
3
役

を
置
い
て
活
動
し
て
い
る
。
三
郷
公
民

館
主
催
の
「
三
郷
祭
」
夏
と
冬
の
「
ス

ポ
ー
ツ
大
会
」
等
の

各
種
行
事
に
は
地
区

を
挙
げ
て
参
加
し
て

い
る
。

　

公
民
館
事
業
と
し

て
は「
夏
祭
り
」「
研

修
旅
行
」の
他
「
小こ

字あ
ざ

対
抗
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大

会
」
や
「
ボ

ー
リ
ン
グ
大

会
」
の
ス
ポ

ー
ツ
大
会

に
「
そ
ば
打

ち
講
習
会
」

「
親
子
料
理

教
室
」「
し

め
縄
作
り
講
習
会
」「
人
権
学
習
講
座
」

等
の
教
養
講
座
、
農
業
講
習
の
「
青
空

教
室
」
や
「
家
庭
菜
園
講
習
会
」「
草

花
講
習
会
、
寄
せ
植
え
教
室
」
も
実

施
し
て
い
る
。
特
に
「
夏
祭
り
」「
魚

つ
か
み
大
会
」「
西
瓜
割
り
大
会
」
は
、

会
場
の
「
楡
の
里
公
園
」
に
、
小
学
生

を
は
じ
め
老
若
男
女
２
５
０
人
余
り
が

集
い
、
世
代
を
超
え
た
交
流
の
場
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
28
年
度
か
ら
、
公

民
館
内
の
活
動
グ
ル
ー
プ
11
団
体
が
主

体
に
な
っ
て
「
芸
能
発
表
会
」
を
開
設

し
、
新
し
い
事
業
と
し
て
力
を
入
れ
て

い
る
。
行
事
の
他
に
「
楡
の
里
公
園
」

の
環
境
美
化
活
動
と
し
て
「
せ
せ
ら
ぎ

清
掃
」
を
各
部
担
当
の
事
業
と
し
て
実

施
し
て
い
る
。

　

公
民
館
行
事
の
人
集
め
の
工
夫
と
し

て
、積
極
的
な
声
掛
け
を
す
る
こ
と
で
、

参
加
人
数
は
安
定
し
て
い
る
が
、
更
に

多
く
の
区
民
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
よ

う
な
行
事
を
企
画
し
て
、
地
区
を
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

　
（
公
民
館
長
・
小
穴
利
素　

副
公
民

館
長
・
関
岳
夫　

主
事
・
飯
田
弘
一
）

　
「
堀
金
常
念
太
鼓
」
は
、
安
曇
野
市

を
拠
点
と
し
て
地
域
活
性
化
と
伝
統
文

化
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に

１
９
８
８
年
に
結
成
し
た
和
太
鼓
の
グ

ル
ー
プ
で
、
心
身
の
健
康
と
と
も
に
、

青
少
年
育
成
や
仲
間
づ
く
り
に
も
役
立

っ
て
い
る
。

　
「
童わ

ら
べ

」「
女め

が

み

雅
美
」「
保
存
会
」
の
3

チ
ー
ム
で
構
成
し
、
総
勢
39
人
が
そ
れ

ぞ
れ
に
合
っ
た
練
習
内
容
で
取
り
組

ん
で
い
る
。「
童
」
は
「
勇
気
、
元
気
、

笑
顔
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
保
育
園
児
か

ら
中
学
生
ま
で
の
チ
ー
ム
で
、
毎
週
火

曜
日
の
午
後
6
時
か
ら
7
時
ま
で
と
土

曜
日
の
午
前
9
時
か
ら
11
時
ま
で
練
習

を
し
て
い
る
。「
女
雅
美
」
は
「
親
の

背
中
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
子
育
て
中
の

お
母
さ
ん
を
中
心
と
し
た
女
性
の
チ
ー

ム
で
あ
る
。
金
曜
日
の
午
前
10
時
か
ら

正
午
ま
で
、
子
ど
も
を
連
れ
て
自
分
の

頑
張
っ
て
い
る
姿
を
見
せ
な
が
ら
練
習

に
励
ん
で
い
る
。「
保
存
会
」
は
毎
週

火
曜
日
と
木
曜
日
、
午
後
7
時
か
ら
9

時
ま
で
「
強
く
、
し
な
や
か
に
」
を
モ

ッ
ト
ー
に
、
チ
ー
ム
全
体
で
の
練
習
も

併
せ
て
活
動
し
て
い
る
。

　

一
時
は
3
人
で
活
動
し
て
い
た
時
期

も
あ
っ
た
が
次
第
に
仲
間
が
集
ま
り
、

２
０
０
５
年
に
は
安
曇
野
市
太
鼓
連
盟
、

２
０
０
６
年
に
は
財
団
法
人
日
本
太
鼓

連
盟
に
加
入
し
た
。
他
の
太
鼓
連
と
も

交
流
を
深
め
な
が
ら
演
奏
す
る
機
会
も

一
層
増
え
、
講
習
会
や
研
修
会
に
も
参

加
し
、
技
術
向
上
の
た
め
日
々
練
習
を

重
ね
て
い
る
。
練
習
時
間
の
増
加
と
と

も
に
、
生
活
の
中
で
共
に
い
る
時
間
が

多
く
な
り
、
保
存
会
の
仲
間
の
結
婚
祝

い
に
サ
プ
ラ
イ
ズ
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
く

等
、
保
育
園
児
か
ら
60
代
ま
で
幅
広
い

世
代
の

交
流
が

生
ま
れ

て
い
る
。

　

28
年

度
は
、

安
曇
野

市
の
行

事
を
は

じ
め
、

日
本
伝

統
文
化

伝
承
活

動
の
一

環
で
外

国
の
方

に
向
け

て
演
奏

す
る
機

会
も
あ
り
、
31
回
の
出
演
が
あ
っ
た
。

イ
ベ
ン
ト
で
は
合
同
で
演
奏
す
る
こ
と

が
多
く
、和
太
鼓
を
愛
す
る
仲
間
同
士
、

縦
横
の
繋
が
り
を
大
切
に
し
て
互
い
に

助
け
合
い
、
仲
良
く
活
動
を
続
け
て
い

る
。

　

代
表　

吉
田
和
子　

72
・
９
６
０
４

地
区
公
民
館
だ
よ
り

楡
地
区
公
民
館
（
三
郷
）

グ
ル
ー
プ
紹
介

堀
金
常
念
太
鼓（
堀
金
）


